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萩野・仁田山鹿子踊は新庄市の萩野地区と仁田山地
区に伝わる1人立ちの鹿子踊で、同一系統の踊りと
されている。7人1組となり、それぞれがカモシカ
の頭をいただき、長幕を垂れ、地方の摺るササラの
伴奏に合わせて、胸に抱いた小太鼓を叩きながら激
しく踊る。頭・ササラ・踊りともに優れて特色的と
の理由で、昭和51年（1976年）に国の「記録作成
等の措置を講ずべき無形の民俗文化財」に選択。

〜
歴
史
と
伝
統
を

〜
歴
史
と
伝
統
を

未
来
に
つ
な
ぐ
〜

未
来
に
つ
な
ぐ
〜
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こ
の
た
び
再
び
総
務
文
教
常
任
委
員
長
を
拝
命
い
た
し
ま
し

た
。
総
務
・
財
政
・
教
育
な
ど
市
政
の
根
幹
を
担
う
重
要
分
野

に
引
き
続
き
真
摯
に
向
き
合
い
、
こ

れ
ま
で
の
経
験
を
活
か
し
つ
つ
、
市

民
目
線
を
忘
れ
ず
丁
寧
か
つ
建
設
的

な
委
員
会
運
営
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。

新
体
制
の
紹
介
審
議
さ
れ
た
議
案

請
願
の
結
果

受
賞
者
の
紹
介

チ
ョ
イ
ス

常
任
委
員
会
報
告

一
般
質
問

新体制がスタートしました！　新体制がスタートしました！　議長、　副議長、委員会構成を紹介します！議長、　副議長、委員会構成を紹介します！

令
和
７
年
５
月
臨
時
会
に
お
い
て
、
議
員
の
御
推
挙
に
よ
り
再
び
議

長
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
。
責
務
の
重
大
さ
を
自
覚
し
、
円
滑
な
議
会

運
営
に
努
め
、
一
所
懸
命
誠
意
を
も
っ
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
更
に
議
会
改
革
を
推
進
す
る
た
め
議
会
報
告
会
等
の
新
た
な

手
法
を
模
索
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
開
か
れ
た
議
会
と
し
て
新
た
に

Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
の
活
用
を
検
討
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
市
民
生
活
の

向
上
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
賜
り
ま
す

よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
の
度
の
臨
時
議
会
に
お
き
ま
し
て
、
副
議
長
に
ご
選
任
い
た
だ
き

ま
し
た
。
議
員
の
皆
様
の
ご
協
力
の
下
、
議
長
の
補
佐
役
と
し
て
公
平

公
正
で
円
滑
な
議
会
運
営
を
行
う
と
共
に
、
議
会
の
更
な
る
活
性
化
に

努
め
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ま
の
声
、
ま
た
は
議

会
の
情
報
が
市
民
の
皆
さ
ま
に
わ
か
り
や
す
い
形
で
届
く
よ
う
に
、『
市

民
と
と
も
に
歩
む
議
会
』、『
開
か
れ
た
議
会
』
の
推
進
に
力
を
入
れ
て

ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
今
後
も
、
ご
指
導
を
賜
り
ま
す
よ
う
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

議
　
長
　
佐
藤
　
卓
也

副
議
長
　
山
科
　
春
美

産
業
厚
生
常
任
委
員
長

　
辺
見
　
孝
太

総
務
文
教
常
任
委
員
長

　
山
科
　
正
仁

こ
の
度
、
産
業
厚
生
常
任
委
員
長
に
選
任
し
て
頂
き
、
身
の
引
き

締
ま
る
思
い
で
す
。
当
委
員
会
で
は
産
業
の
振
興
や
農
業
の
活
性
化

を
は
じ
め
、
福
祉
や
子
育
て
支
援
な
ど
の
市
民
生
活
に
関
わ
る
分
野

を
幅
広
く
担
当
し
ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ま
の
暮
ら
し
の
安
心
と
地
域

産
業
の
発
展
の
た
め
十
分
な
議
論
を
重
ね
る
と
と
も
に
、
委
員
一
丸

と
な
っ
て
地
域
課
題
に
対
す
る
調
査
研
究
を
継
続
し
て
行
い
、
実
行

性
の
あ
る
政
策
提
言
に
つ
な
げ
ら
れ
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
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新
体
制
の
紹
介
審
議
さ
れ
た
議
案

請
願
の
結
果

受
賞
者
の
紹
介

チ
ョ
イ
ス

常
任
委
員
会
報
告

一
般
質
問

新体制がスタートしました！　新体制がスタートしました！　議長、　副議長、委員会構成を紹介します！議長、　副議長、委員会構成を紹介します！

辺見　孝太辺見　孝太 坂本健太郎坂本健太郎坂本健太郎坂本健太郎
髙橋富美子髙橋富美子

髙橋富美子髙橋富美子 ◎山科　正仁◎山科　正仁 〇渡部　正七〇渡部　正七 佐藤　悦子佐藤　悦子

議会運営委員会

議会報編集委員会

最
上
広
域
市
町
村
圏

事
務
組
合
議
会
議
員

監
査
委
員
（
議
会
選
出
）

亀井　博人亀井　博人 辺見　孝太辺見　孝太 鈴木　啓太鈴木　啓太
伊藤　健一伊藤　健一

新田　道尋新田　道尋
鈴木　法学鈴木　法学 亀井　博人亀井　博人

山科　春美山科　春美〇鈴木　啓太〇鈴木　啓太◎辺見　孝太◎辺見　孝太田中　功田中　功

議
　
長
　
　
佐
藤
　
卓
也

議
　
員
　
　
鈴
木
　
啓
太

　
　
　
　
　
坂
本
健
太
郎

　
　
　
　
　
小
嶋
　
冨
弥

小
野
　
周
一

※
◎
は
委
員
長
　
○
は
副
委
員
長

田中　功田中　功

〇坂本健太郎〇坂本健太郎 ◎渡部　正七◎渡部　正七 佐藤　悦子佐藤　悦子

辺見　孝太辺見　孝太 鈴木　法学鈴木　法学

◎鈴木　法学◎鈴木　法学 今田　浩徳今田　浩徳

今田　浩徳今田　浩徳

〇今田　浩徳〇今田　浩徳 ◎山科　正仁◎山科　正仁 小嶋　冨弥小嶋　冨弥

小嶋　冨弥小嶋　冨弥 小野　周一小野　周一

〇伊藤　健一〇伊藤　健一

産業厚生常任委員会

議会改革推進委員会
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種類 番　号 件　　　　　　　　　　名 結果

　【 市 長 提 出 】

報告

第４号 一般財団法人新庄市スポーツ協会の経営状況の報告について

−
第５号 令和６年度新庄市一般会計繰越明許費繰越計算書の報告について
第６号 令和６年度新庄市水道事業会計予算繰越計算書の報告について
第７号 令和６年度新庄市下水道事業会計予算繰越計算書の報告について

議案

第28号 令和７年度新庄市一般会計補正予算（第２号）

可決
第29号 令和７年度新庄市国民健康保険事業特別会計補正予算（第１号）
第30号 令和７年度新庄市介護保険事業特別会計補正予算（第１号）
第31号 令和７年度新庄市下水道事業会計補正予算（第１号）
第32号 新庄市表彰について 同意

第33号 和解及び損害賠償の額の決定について

可決

第34号 新庄市民球場投光器ＬＥＤ化工事請負契約の締結について
第35号 新庄エコロジーガーデン原蚕の杜駐車場整備工事請負契約の締結について
第36号 権利の放棄について
第37号 新庄市エコロジーガーデン設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例について

第38号
新庄市技術上の監督業務を行う者を置く水道の布設工事等を定める条例の一部を改正する条例につ
いて

第39号 財産の取得について

第40号
新庄市議会議員及び新庄市長の選挙における選挙運動用自動車の使用等の公営に関する条例の一部
を改正する条例について

第41号 新庄市特別職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例について
　【 委員会提出】

議会案 第４号 国による学校給食の無償化を求める意見書の提出について 可決

５月臨時会５月臨時会 ……手数料条例の一部を改正手数料条例の一部を改正

６月定例会６月定例会 ……令和７年度当初令和７年度当初予算を可決予算を可決

５月14日、議長、副議長が選任され、議会構成が決定しました。また、報告３件を承認、人事案件１件に同意、議
案１件、令和７年度補正予算１件を原案のとおり可決し閉会しました。

初日、６月６日、報告４件を受け、人事案件１件に同意、議案３件を原案のとおり可決しました。
最終日、６月18日、請願１件を採択、議案３件、令和７年度補正予算４件を原案のとおり可決しました。
また、追加提案された議案３件、議会案１件を原案のとおり可決しました。

審議された議案

審議された議案等

種類 番　号 件　　　　　　　　　　名 結果

　【 市 長 提 出 】

報告

第１号 新庄市市税条例の一部を改正する条例の専決処分の承認について

承認
第２号 新庄市国民健康保険税条例の一部を改正する条例の専決処分の承認について

第３号
新庄市地域経済牽引事業の促進のための固定資産税の課税免除に関する条例の一部を改正する条例
の専決処分の承認について

議案

第25号 令和７年度新庄市一般会計補正予算（第１号） 可決

第26号 新庄市固定資産評価員の選任について 同意

第27号 刑法等の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整理に関する条例について 可決

チョイス P13

新
体
制
の
紹
介
審
議
さ
れ
た
議
案

請
願
の
結
果

受
賞
者
の
紹
介

チ
ョ
イ
ス

常
任
委
員
会
報
告

一
般
質
問
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請願の審議結果
件　　　名 請　願　者 紹介議員 結　果

国による学校給食の無償化を求める意見書
の提出について

学校給食の早期無償化をめざす山形県民の会
代表委員　高木　紘一

伊藤　健一
辺見　孝太

採択

受
賞
者
の
紹
介

受
賞
者
の
紹
介

６
月
定
例
会
初
日
、
全
国
市
議
会
議
長
会
の

表
彰
状
の
伝
達
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
市
政
の
発

展
及
び
振
興
に
貢
献
し
た
こ
と
に
よ
り
、
新
田

道
尋
議
員
が
議
員
30
年
以
上
在
職
に
よ
る
表
彰
、

今
田
浩
徳
議
員
及
び
山
科
正
仁
議
員
が
議
員
10

年
以
上
在
職
に
よ
る
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

今
後
も

今
後
も

　

市
政
の
発
展
に

　

市
政
の
発
展
に

　
　

ご
尽
力
く
だ
さ
い
。

　
　

ご
尽
力
く
だ
さ
い
。 （左から）山科正仁議員、今田浩徳議員、新田道尋議員

新
体
制
の
紹
介
審
議
さ
れ
た
議
案

請
願
の
結
果

受
賞
者
の
紹
介

チ
ョ
イ
ス

常
任
委
員
会
報
告

一
般
質
問

人

事

案

件

議
席
の
一
部
変
更

●
請
願
第
２
号

　

国
に
よ
る
学
校
給
食
の
無
償
化
を
求
め
る
意
見
書
の
提
出

に
つ
い
て

Ｑ　

市
内
の
学
校
で
、
給
食
代
金
の
未
納
が
出
て
い
る
学
校

は
ど
の
く
ら
い
あ
る
か
。

Ａ　

未
納
の
あ
る
学
校
は
今
の
と
こ
ろ
な
い
。

Ｑ　

子
ど
も
た
ち
に
給
食
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
っ
て

い
る
か
。

Ａ　

リ
ク
エ
ス
ト
メ
ニ
ュ
ー
と
い
う
こ
と
で
、
ど
ん
な
メ
ニ

ュ
ー
が
い
い
か
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
て
い
る
。

Ｑ　

請
願
内
容
に
「
国
に
よ
る
恒
久
的
な
無
償
化
が
行
わ
れ

る
ま
で
」
と
あ
る
が
、
そ
れ
に
先
駆
け
て
市
で
何
か
始
め
る

こ
と
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
よ
い
か
。

Ａ　

国
の
動
向
を
情
報
収
集
し
な
が
ら
、
早
期
に
対
応
で
き

る
よ
う
に
考
え
て
い
る
。

Ｑ　

ト
ッ
プ
の
公
約
を
政
策
に
反
映
さ
せ
る
の
が
原
課
だ
と

思
う
が
ど
う
か
。
新
庄
市
独
自
で
実
施
し
て
ほ
し
い
。

Ａ　

今
後
、
国
の
動
向
も
含
め
て
無
償
化
に
向
け
た
努
力
を

続
け
て
い
く
。

●
議
案
第
36
号

　

権
利
の
放
棄
に
つ
い
て

Ｑ　

権
利
を
放
棄
す
る
だ
け
で
な
く
、
そ
の
他
金
銭
的
な
貢

献
や
ど
の
よ
う
な
事
業
に
補
助
金
を
出
し
た
か
な
ど
、
整
理

し
て
お
く
べ
き
で
は
な
い
か
。

Ａ　

し
っ
か
り
整
理
し
残
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

●
議
案
第
37
号

　

新
庄
市
エ
コ
ロ
ジ
ー
ガ
ー
デ
ン
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

Ｑ　

最
初
は
使
用
料
の
範
囲
内
で
利
用
料
が
設
定
さ
れ
る
が
、

そ
の
後
付
加
価
値
を
つ
け
る
た
め
料
金
が
上
が
る
と
い
う
こ

と
は
な
い
の
か
。

Ａ　

条
例
上
、
使
用
料
の
範
囲
内
と
定
め
て
い
る
た
め
、
使

用
料
を
超
え
る
料
金
に
は
な
ら
な
い
。
ま
た
、
利
用
料
を
変

更
す
る
際
、
市
が
許
可
を
出
し
て
変
更
す
る
た
め
、
突
然
変

わ
る
こ
と
は
な
い
と
考
え
て
い
る
。

Ｑ　

入
園
の
制
限
等
に
つ
い
て
、
条
例
に
退
園
と
明
記
し
な

く
て
よ
い
か
。
そ
れ
と
も
、
規
則
で
退
園
と
明
記
す
る
の
か
。

Ａ　

条
例
で
退
園
と
い
う
記
載
が
な
く
て
も
、
実
際
の
運
用

上
問
題
な
い
と
考
え
て
い
る
。
ま
た
、
規
則
の
改
正
内
容
は

ま
だ
決
定
し
て
い
な
い
が
、
退
園
の
記
載
は
考
え
て
い
な
い
。

●
議
案
第
38
号

　

新
庄
市
技
術
上
の
監
督
業
務
を
行
う
者
を
置
く
水
道
の
布
設

工
事
等
を
定
め
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

Ｑ　

衛
生
工
学
に
つ
い
て
、
緩
和
措
置
に
伴
う
支
障
、
メ
リ

ッ
ト
は
あ
る
の
か
。

Ａ　

水
質
確
保
の
観
点
か
ら
衛
生
工
学
の
習
得
が
必
要
と
さ

れ
て
き
た
が
、
技
術
者
不
足
に
よ
る
緩
和
措
置
と
捉
え
て
い

る
。
技
術
管
理
者
の
資
格
に
該
当
す
る
職
員
は
現
在
１
名
だ

が
、
緩
和
措
置
後
は
全
体
で
５
名
に
増
え
る
こ
と
が
メ
リ
ッ

ト
で
あ
る
。

常
任
委
員
会
の
報
告

常
任
委
員
会
の
報
告

総
務
文
教
常
任
委
員
会
の
主
な
質
疑

産
業
厚
生
常
任
委
員
会
の
主
な
質
疑

　

５
月
14
日
（
臨
時
会
）
に
お
い
て
同
意
さ
れ
た
人
事

案
件
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

◎
固
定
資
産
評
価
員	

小
関　

紀
夫　

氏

　

６
月
６
日
（
定
例
会
初
日
）
に
お
い
て
同
意
さ
れ
た

人
事
案
件
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

◎
新
庄
市
表
彰	

下
山　

准
一　

氏

	

佐
藤　
　

廣　

氏

　

６
月
６
日
に
議
席
の
一
部
変
更
が
あ
り
ま
し
た
。

　
　
　
　

議
員
名　
　
　
　
　

 

変
更
前　

変
更
後

　
　
　

今
田　

浩
徳　
　
　
　

３ 

番 

→ 
12 
番
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◎
ス
マ
ー
ト
農
業
推
進
に
お
い
て
、
機

械
等
の
導
入
、
補
助
金
活
用
等
に
よ
る

効
果
に
つ
い
て
の
認
識
を
伺
う
。
ま
た
、

年
齢
や
経
営
規
模
に
よ
っ
て
ス
マ
ー
ト

農
業
の
導
入
が
難
し
い
生
産
者
も
い
る

が
、
ス
マ
ー
ト
農
業
を
推
進
す
る
立
場

か
ら
ど
の
よ
う
な
対
応
を
考
え
て
い
る

の
か
見
解
を
伺
う
。

市
長　

担
い
手
の
高
齢
化
や
後
継
者
不

足
な
ど
農
業
者
が
減
少
す
る
中
で
、
ス

マ
ー
ト
農
業
の
推
進
は
、
今
後
の
持
続

可
能
な
農
業
経
営
の
確
立
に
向
け
て
重

要
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。
市
で

は
、
今
年
２
月
に
東
北
農
林
専
門
職
大

学
と
新
庄
市
、
株
式
会
社
南
東
北
ク
ボ

タ
の
３
者
に
よ
り
連
携
協
力
に
関
す
る

協
定
を
締
結
し
、
ス
マ
ー
ト
農
業
の
研

究
開
発
と
普
及
拡
大
に
向
け
、
自
動
操

舵
ト
ラ
ク
タ
ー
の
実
演
会
の
開
催
な
ど

様
々
な
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

ま
た
、
今
後
は
補
助
事
業
を
活
用
し
、

農
業
用
ド
ロ
ー
ン
の
導
入
支
援
や
水
田

の
自
動
抑
草
ロ
ボ
ッ
ト
の
実
証
実
験
に

取
り
組
む
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

年
齢
や
経
営
規
模
に
よ
っ
て
ス
マ
ー

ト
農
業
の
導
入
が
難
し
い
生
産
者
へ
の

対
応
に
つ
い
て
は
、
機
械
の
共
同
利
用

や
集
落
営
農
組
織
の
育
成
に
よ
る
作
業

の
効
率
化
の
ほ
か
、
収
益
性
の
向
上
に

向
け
た
園
芸
振
興
作
物
の
生
産
の
支
援

な
ど
、
持
続
可
能
な
農
業
経
営
の
確
立

に
向
け
た
取
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

◎
法
定
外
公
共
物
及
び
水
路
等
は
地
域

に
密
着
し
た
形
で
公
共
の
用
に
供
さ
れ

て
い
る
が
、
現
状
管
理
の
実
態
と
今
後

の
管
理
に
つ
い
て
考
え
ら
れ
る
方
策
を

伺
う
。

市
長　

道
路
側
溝
や
雪
対
策
関
連
の
導

水
路
、
流
雪
溝
の
ほ
か
、
用
途
地
域
内

の
都
市
下
水
路
及
び
雨
水
排
水
路
な
ど

に
つ
い
て
は
市
が
維
持
管
理
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
そ
れ
以
外
の
道
や
水
路
に

つ
い
て
は
、
利
用
者
や
地
域
住
民
の
方

か
ら
日
常
的
な
草
刈
り
、
清
掃
、
修
繕

な
ど
を
行
っ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
マ
ン
パ
ワ
ー

不
足
が
取
り
沙
汰
さ
れ
て
い
る
の
が
現

状
で
す
。
法
定
外
公
共
物
の
維
持
管
理

に
関
す
る
具
体
的
な
支
援
制
度
は
現
在

あ
り
ま
せ
ん
が
、

今
後
の
課
題
と
認

識
し
て
い
る
た
め
、

地
域
住
民
の
皆
様

と
と
も
に
今
後
の

管
理
に
向
け
て
検

討
し
て
い
き
ま
す
。

渡
わ た な べ

部　正
し ょ う し ち

七　議員

持続可能な農業の実現に向けて
質問動画は
こちらから

スマート農業の推進

渡部　正七
　１．農業の持続的な発展について P6
　２．「地域コミュニティ」への支援について
　３．�法定外公共物の適正管理について P6
　４．�市民誰でもがスポーツに親しめる生涯スポーツの推進につ

いて
坂本健太郎
　１．大雨災害時における消防団の行動指針と安全体制について P7
　２．職員のキャリア支援、離職防止について
　３．コミュニティスクールの実績と学校運営について
鈴木　啓太
　１．ガバメントクラウドファンディングについて
　２．公共施設について P7
　３．イベント補助制度の導入について P7
辺見　孝太
　１．�キャッシュレス決済の推進について
　２．新庄まつりについて
　３．空き家対策について P8
山科　春美
　１．�新庁舎の建設計画について P8
　２．一人暮らしの高齢者世帯等の地域の見守りについて P8
伊藤　健一
　１．新設された防災危機管理課の役割について
　２．�豪雨災害の影響による東山地区から末広町３区までの復旧

状況について P9
　３．�鳥獣対策のうち特に熊に対する対応について P9

亀井　博人
　１．住まい宅地について P9
　２．食生活改善推進員について P9
　３．定員管理について
　４．�ふるさと納税について
小嶋　冨弥
　１．�持続可能な市政運営について P10
　２．安心安全な市民生活の維持について
　３．高齢者福祉について
田中　功
　１．開府400年祭記念事業取り組みについて P10
　２．�公園トイレ（公衆トイレ含む）の改修計画と管理状況等に

ついて P10
佐藤　悦子
　１．�移動手段の確保のために、予約型乗り合いタクシーの導入

を求める P11
　２．不登校の解決は子どもの心の傷を直視してこそ P11
　３．�物価高騰対策として
髙橋　富美子
　１．ＡＥＤの啓発推進と環境整備について P11
　２．熱中症対策について
　３．健康寿命延伸のための肺炎対策について P11
　４．新庄市子ども読書活動推進計画について
鈴木　法学
　１．�「空き店舗補助金」について P12
　２．「婚活支援事業」について P12
　３．「市民提案事業」について

６月定例会一般質問の質問者と質問事項

一般質問は、６月９日、10日、11日の３日間、12名の議員が行いました。
質問の項目及び要旨は、質問者の通告原稿に基づき掲載しています。
※�掲載している文章は、抜粋し、要約したものです。詳しくは各議員のＱＲ
コードから動画をご覧ください。

一般質問とは、議員が
市政全般のことについて、
執行部に質問することじゃ。

ねえ、かむてんおしえて！

一般質問って何？
新
体
制
の
紹
介
審
議
さ
れ
た
議
案

請
願
の
結
果

受
賞
者
の
紹
介

チ
ョ
イ
ス

常
任
委
員
会
報
告

一
般
質
問



一般質問
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◎
少
子
化
に
伴
い
、
将
来
的
に
統
廃
合

の
必
要
性
が
高
ま
る
と
想
定
さ
れ
る
学

校
教
育
系
施
設
に
お
け
る
、
市
長
の
構

想
や
方
向
性
な
ど
あ
り
ま
し
た
ら
お
聞

か
せ
く
だ
さ
い
。

市
長　

学
校
施
設
の
整
備
方
針
は
、
平

成
30
年
３
月
に
策
定
し
た
「
新
庄
市
立

学
校
施
設
整
備
計
画
」
に
お
い
て
示
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
計
画
策
定
か
ら
７
年

が
経
過
し
た
現
在
、
児
童
生
徒
数
の
減

少
が
想
定
よ
り
も
急
激
に
進
ん
で
い
る

状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

来
年
度
、「
新
庄
市
立
学
校
施
設
整

備
計
画
」
の
見
直
し
を
予
定
し
て
い
る

た
め
、
市
全
体
の
施
設
整
備
の
あ
り
方

を
見
直
す
中
で
、
将
来
的
な
学
校
教
育

系
施
設
の
整
備
の
方
向
性
に
つ
い
て
も

検
討
し
て
い
き
ま
す
。

◎
市
民
の
「
イ
ベ
ン
ト
を
し
た
い
」
と

い
う
思
い
が
可
視
化
さ
れ
た
開
府
４
０

０
年
記
念
の
市
民
提
案
事
業
を
踏
ま
え
、

市
民
活
動
を
後
押
し
す
る
よ
う
な
常
設

の
制
度
に
し
て
は
い
か
が
か
。

市
長　

開
府
４
０
０
年
記
念
市
民
提
案

事
業
に
つ
い
て
は
、
多
く
の
市
民
団
体

◎
昨
年
に
続
き
、
消
防
団
員
の
命
を
守

る
行
動
体
制
の
整
備
を
取
り
上
げ
る
。

災
害
が
激
甚
化
す
る
中
、
今
年
の
降
雨

期
を
前
に
、
対
応
状
況
と
実
効
性
に
つ

い
て
問
う
。

　

大
雨
災
害
時
の
「
行
動
マ
ニ
ュ
ア

ル
」
や
「
出
動
判
断
基
準
」
の
整
備
状

況
は
。

市
長　

昨
年
の
７
月
豪
雨
災
害
に
お
い

て
、
消
防
団
員
が
出
動
す
る
中
で
二
次

災
害
の
懸
念
が
あ
る
と
の
報
告
を
受
け

て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
事
態
を
重
く

受
け
止
め
、
現
在
、
消
防
団
長
を
は
じ

め
と
す
る
分
団
長
以
上
で
構
成
す
る
会

議
に
お
い
て
、
他
自
治
体
の
事
例
も
参

考
に
し
な
が
ら
、
行
動
マ
ニ
ュ
ア
ル
や

出
動
判
断
基
準
の
整
備
に
つ
い
て
、
ど

の
よ
う
な
形
が
望
ま
し
い
の
か
検
討
を

進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

当
面
の
対
応
と
し
て
は
、
消
防
団
と

防
災
危
機
管
理
課
に
お
い
て
、
消
防
団

員
が
二
次
災
害
に
巻
き
込
ま
れ
な
い
よ

う
、
水
害
時
の
対
応
の
あ
り
方
に
つ
い

て
協
議
を
重
ね
な
が
ら
、
留
意
点
の
整

理
を
行
い
安
全
確
保
に
努
め
ま
す
。

◎
大
雨
に
対
応
し
た
具
体
的
な
訓
練
内

容
の
強
化
、
研
修
等
、
団
員
の
育
成
に

つ
い
て
市
の
考
え
は
。

市
長　

大
雨
に
対
応
し
た
訓
練
内
容
の

強
化
、
研
修
等
、
団
員
の
育
成
に
つ
い

て
は
、
今
年
10
月
19
日
の
総
合
防
災
訓

練
に
お
い
て
、
浸
水
害
を
想
定
し
た
実

践
的
な
訓
練
を
実
施
し
、
消
防
団
を
は

じ
め
、
地
元
自
主
防
災
組
織
や
関
係
機

関
と
と
も
に
、
排
水
ポ
ン
プ
な
ど
の
水

防
関
連
機
材
の
操
作
訓
練
を
行
う
予
定

で
す
。

　

今
後
も
、
実
際
の
災
害
現
場
を
想
定

し
た
訓
練
や
、
団
員
の
技
能
向
上
を
図

る
た
め
の
研
修
等
を
実
施
し
、
消
防
団

の
育
成
と
現
場
対
応
力
の
さ
ら
な
る
強

化
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

今
後
と
も
、
地
域
防
災
の
中
核
を
担

う
消
防
団
員
の
安
全
を
確
保
す
る
と
と

も
に
、
そ
の
活
動
が
円
滑
か
つ
的
確
に

行
わ
れ
る
よ
う
、
装
備
の
充
実
と
あ
わ

せ
た
支
援
体
制
の
強
化
に
努
め
ま
す
。

引
き
続
き
、
消
防
団
の
皆
さ
ま
と
十
分

に
連
携
し
な
が
ら
、
安
全
か
つ
実
効
性

の
あ
る
体
制
整
備
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

坂
さ か も と

本　健
け ん た ろ う

太郎　議員

住民の命を守る消防団の命を守る
質問動画は
こちらから

か
ら
提
案
事
業
に
ご
応
募
い
た
だ
き
、

記
念
す
べ
き
年
を
市
民
の
皆
さ
ま
と
共

に
盛
り
上
げ
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
も

の
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
本
市
で
は
様
々
な
市
民
団
体

が
活
動
し
て
お
り
、
そ
れ
ら
の
活
動
を

通
じ
て
地
域
の
活
性
化
や
交
流
人
口
の

拡
大
に
寄
与
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

今
後
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
く

上
で
、
市
民
や
市
民
団
体
と
の
つ
な
が

り
を
強
化
し
て
い
く
こ
と
や
、
協
働
体

制
を
拡
大
し
て
い
く
こ
と
の
必
要
性
は

こ
れ
ま
で
以
上
に
高
ま
る
こ
と
か
ら
、

市
民
団
体
の
活
動
を
支
援
し
て
い
く
体

制
は
必
要
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

　

イ
ベ
ン
ト
補
助
制
度
の
導
入
に
あ
た

っ
て
は
、
市
民
団
体
の
活
動
が
様
々
な

分
野
に
及
ぶ
こ
と
か
ら
、
事
業
の
目
的

に
応
じ
た
支
援
の
仕
組
み
づ
く
り
や
財

源
の
確
保
な
ど
、
整
理
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
課
題
も
多
く
、
今
回
の
市
民
提

案
事
業
の
効
果
な
ど
も
検
証
し
な
が
ら
、

今
後
の
取
組
み
に
つ
い
て
研
究
し
て
い

き
ま
す
。

鈴
す ず き

木　啓
け い た

太　議員

公共施設の未来について
質問動画は
こちらから

大雨時の消防団の活動

イベント補助金の導入を

新
体
制
の
紹
介
審
議
さ
れ
た
議
案

請
願
の
結
果

受
賞
者
の
紹
介

チ
ョ
イ
ス

常
任
委
員
会
報
告

一
般
質
問
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◎
実
家
を
整
理
・
処
分
す
る
「
実
家
じ

ま
い
」
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
支
援
や
情
報

提
供
に
よ
る
サ
ポ
ー
ト
を
通
じ
て
、
空

き
家
の
活
用
や
解
体
を
促
す
仕
組
み
づ

く
り
が
出
来
な
い
か
伺
う
。

市
長　

将
来
空
き
家
と
な
ら
な
い
よ
う

に
自
宅
な
ど
の
整
理
を
行
う
こ
と
は
、

い
わ
ゆ
る
「
終
活
」
に
つ
な
が
る
対
策

の
一
つ
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
市

で
は
、
宅
建
協
会
や
司
法
書
士
会
な
ど

と
協
力
し
、
空
き
家
相
談
会
を
開
催
し

て
い
ま
す
が
、
終
活
の
相
談
も
寄
せ
ら

れ
て
お
り
、
相
続
や
登
記
の
方
法
、
空

き
家
の
除
却
支
援
、
空
き
家
バ
ン
ク
の

制
度
に
つ
い
て
紹
介
し
て
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
今
年
度
か
ら
、
山
形
県
空
き

家
対
策
エ
リ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
協
力

の
も
と
、
最
上
郡
が
一
体
と
な
っ
た
ポ

ー
タ
ル
サ
イ
ト
を
構
築
し
、
空
き
家
の

活
用
を
促
進
し
て
い
く
こ
と
と
し
て
お

り
、
全
国
版
の
サ
イ
ト
と
も
連
携
さ
せ
、

移
住
・
定
住
等
に
も
寄
与
す
る
仕
組
み

を
考
え
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
、
空
き
家
の
状
況
把
握
を
行

い
、
利
活
用
や
除
却
支
援
等
の
取
組
み

を
進
め
る
と
と
も
に
、
空
き
家
の
発
生

予
防
策
も
含
め
、
空
き
家
が
減
少
す
る

仕
組
み
づ
く
り
に
努
め
ま
す
。

◎
空
き
家
に
な
っ
て
か
ら
は
じ
め
て
実

家
の
将
来
を
考
え
る
の
で
は
な
く
「
家

を
ど
う
す
る
か
」
と
い
う
意
識
を
市
民

が
早
期
に
持
つ
こ
と
で
売
却
や
賃
貸
活

用
を
促
し
、
空
き
家
の
発
生
予
防
に
つ

な
げ
ら
れ
な
い
か
。

市
長　

終
活
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
今

後
、
下
の
世
代
へ
ど
の
よ
う
に
財
産
を

引
き
継
ぐ
の
か
、
自
宅
を
ど
の
よ
う
に

し
て
い
く
の
か
を
早
い
段
階
か
ら
考
え

て
い
く
こ
と
は
最
近
の
流
れ
で
は
な
い

か
と
感
じ
て
い
ま
す
。
空
き
家
の
無
料

相
談
を
行
っ
て
い
る
中
で
も
、
ご
本
人

や
お
子
さ
ん
か
ら
の
終
活
の
相
談
が
増

え
て
お
り
、
関
心
が
高
く
な
っ
て
い
る

と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

空
き
家
対
策
に
つ
い
て
は
、
発
生
予

防
を
は
じ
め
、
適
正
な
管
理
、
利
活
用

を
進
め
る
流
通
促
進
、
管
理
不
全
空
き

家
の
除
却
な
ど
様
々
あ
り
ま
す
が
、
こ

れ
ら
一
つ
一
つ
で
完
結
す
る
も
の
で
は

な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
を
連
動
さ
せ
て
い
く

こ
と
が
必
要
で
あ
る
た
め
、
粘
り
強
く

取
り
組

ま
な
け

れ
ば
な

ら
な
い

と
考
え

て
い
ま

す
。

全国的に空き家は増加傾向に

◎
市
役
所
新
庁
舎
の
建
設
予
定
が
10

年
後
の
令
和
17
年
度
と
な
っ
て
い
ま

す
が
こ
れ
か
ら
ど
う
い
っ
た
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
で
進
め
て
い
く
の
か
現
時
点

で
の
お
考
え
を
お
伺
い
し
ま
す
。
ま

た
、
近
年
の
人
口
減
少
問
題
や
、
他

の
施
設
の
老
朽
化
も
鑑
み
、
他
の
施

設
と
の
複
合
化
な
ど
に
つ
い
て
の
お

考
え
も
お
聞
き
し
ま
す
。

市
長　

令
和
17
年
度
を
新
庁
舎
開
所

の
目
標
年
次
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

こ
の
実
現
に
向
け
て
は
、
早
急
に
取

り
組
ん
で
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え

て
い
ま
す
。
現
在
、
新
庁
舎
整
備
の

方
向
性
な
ど
に
つ
い
て
検
討
を
進
め

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
た
め
、
今
後
、

建
設
候
補
地
の
選
定
や
新
庁
舎
の
構

想
な
ど
を
含
め
て
検
討
を
進
め
て
い

き
ま
す
。

　

ま
た
、
公
共
施
設
の
老
朽
化
対
策

や
多
機
能
化
に
よ
る
市
民
の
利
便
性

の
向
上
な
ど
、
人
口
減
少
が
進
展
す

る
中
で
、
他
の
施
設
の
機
能
を
新
庁

舎
に
複
合
化
す
る
こ
と
は
、
大
変
効

果
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
今
後
、

現
状
分
析
や
住
民
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え

な
が
ら
、
統
合
に
必
要
な
施
設
の
機

能
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

◎
一
人
暮
ら
し
で
も
住
み
慣
れ
た
地

域
で
高
齢
者
が
元
気
に
暮
ら
し
て
い

く
た
め
に
、
相
談
窓
口
を
一
本
化
す

る
な
ど
分
か
り
や
す
い
シ
ス
テ
ム
構

築
に
つ
い
て
の
お
考
え
を
伺
い
ま
す
。

市
長　

現
在
、
新
庄
市
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
を
中
心
と
し
た
相
談
窓

口
の
一
本
化
を
進
め
て
い
ま
す
。
今

後
も
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の

機
能
等
の
周
知
を
進
め
、
地
域
と
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
が
連
携
し
て

相
談
や
支
援
を
円
滑
に
受
け
ら
れ
る

環
境
を
整
備
し
て
い
き
ま
す
。

山
や ま し な

科　春
は る み

美　議員

辺
へ ん み

見　孝
こ う た

太　議員

新庁舎建設の方向性について

「実家じまい」で空き家予防を！

質問動画は
こちらから

質問動画は
こちらから

建築後70年。
令和17年、建築後80年で更新予定の市役所

新
体
制
の
紹
介
審
議
さ
れ
た
議
案

請
願
の
結
果

受
賞
者
の
紹
介

チ
ョ
イ
ス

常
任
委
員
会
報
告

一
般
質
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市
長　

新
庄
市
食
生
活
改
善
推
進
協
議

会
は
今
年
度
９
名
の
新
規
会
員
を
迎
え
、

現
在
45
名
で
活
動
し
て
い
ま
す
。
市
民

の
健
康
づ
く
り
の
た
め
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
と
し
て
、
料
理
教
室
や
食
育
に
関
す

る
活
動
な
ど
、
食
生
活
の
大
切
さ
を
普

及
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

活
動
を
市
内
に
広
げ
て
い
く
取
組
み

に
つ
い
て
は
、
推
進
員
の
地
域
普
及
活

動
の
１
つ
で
あ
る
「
地
域
食
生
活
・
健

康
情
報
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
事
業
」
の
中
で
、

健
康
な
食
事
に
関
す
る
ミ
ニ
ポ
ス
タ
ー

や
持
ち
帰
り
用
レ
シ
ピ
を
公
共
施
設
・

ス
ー
パ
ー
に
掲
示
し
て
い
ま
す
。
今
年

度
は
掲
示
回
数
を
増
や
し
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
も
レ
シ
ピ
集
を
掲
載
す
る
な

ど
、
活
動
の
推
進
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
減
塩
・
食
育
活
動
を
効
果
的

に
推
進
し
て
い
く
た
め
に
は
小
さ
い
頃

か
ら
の
食
習
慣
が
重
要
で
あ
る
た
め
、

減
塩
・
食
育
を
中
心
と
し
た
料
理
教
室

を
、
市
内
児
童
生
徒
も
対
象
と
し
た
幅

広
い
年
齢
層
に
向
け
て
複
数
回
開
催
し

て
い
ま
す
。

◎
昨
年
の
新
築
件
数
、
そ
の
内
中
学
校

区
別
新
築
数
、
転
入
に
よ
る
新
築
数
に

つ
い
て
。
ま
た
、
人
口
減
少
や
児
童
生

徒
数
の
減
少
対
策
か
ら
、
中
学
校
区
ご

と
の
宅
地
政
策
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

市
長　

昨
年
新
築
さ
れ
た
住
宅
は
46
件

と
な
っ
て
い
ま
す
。
中
学
校
区
別
で
は
、

新
庄
中
学
校
区
17
件
、
日
新
中
学
校
区

15
件
、
明
倫
学
園
学
区
９
件
、
萩
野
学

園
学
区
５
件
と
な
っ
て
お
り
、
転
入
に

よ
る
新
築
件
数
は
６
件
で
す
。

　

令
和
７
年
３
月
に
策
定
し
た
立
地
適

正
化
計
画
に
お
い
て
、
居
住
誘
導
区
域

と
都
市
機
能
誘
導
区
域
を
定
め
、
人
口

減
少
や
少
子
高
齢
化
が
進
行
す
る
中
で

も
、
安
心
し
て
住
み
続
け
る
こ
と
が
で

き
る
コ
ン
パ
ク
ト
で
魅
力
あ
る
ま
ち
づ

く
り
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
よ

り
、
市
民
が
生
活
し
や
す
い
よ
う
な
都

市
機
能
を
充
実
す
る
区
域
が
形
成
さ
れ

る
こ
と
で
、
未
利
用
地
の
宅
地
開
発
等

に
つ
な
が
る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

◎
「
食
生
活
改
善
推
進
員
」
の
活
動
に

つ
い
て
伺
い
ま
す
。
推
進
員
の
活
動
を

さ
ら
に
市
内
に
広
げ
て
い
く
取
り
組
み

や
、「
減
塩
・
食
育
」
活
動
に
つ
い
て
、

ど
う
効
果
的
に
推
進
し
て
い
き
ま
す
か
。

◎
氾
濫
の
大
き
な
要
因
と
な
っ
た
北
沢

川
堰
堤
を
起
点
と
す
る
北
沢
川
河
川
復

旧
工
事
の
進
捗
状
況
、
末
広
町
３
区
の

法
定
外
道
路
（
同
人
社
向
か
い
か
ら
消

防
署
に
抜
け
る
道
路
）
の
補
修
に
つ
い

て
伺
い
ま
す
。

市
長　

北
沢
川
河
川
災
害
復
旧
工
事
に

つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
２
回
の
工
事
発

注
公
告
を
行
い
ま
し
た
が
、
２
回
と
も

入
札
不
調
と
な
っ
て
い
ま
す
。
市
は
早

期
発
注
を
行
い
ま
し
た
が
、
す
で
に
国

や
県
、
他
市
町
村
の
公
共
工
事
を
複
数

受
注
し
て
お
り
、
従
事
す
る
技
術
者
や

作
業
員
の
確
保
が
困
難
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
入
札
の
辞
退
に
至
っ
て
い
る
状
況

で
す
。

　

今
後
は
、
発
注
時
期
及
び
工
期
の
再

設
定
や
入
札
方
法
に
つ
い
て
再
検
討
し
、

早
期
契
約
・
着
工
を
目
指
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
復
旧
工
事
を
待

っ
て
い
る
地
元
住
民
の
方
々
へ
の
説
明

も
併
せ
て
行
っ
て
い
き
ま
す
。

◎
最
近
は
熊
が
住
宅
街
ま
で
出
没
す
る

ケ
ー
ス
が
増
え
て
い
ま
す
が
、
住
居
集

合
地
域
等
に
お
け
る
麻
酔
銃
の
取
扱
い

は
今
後
ど
の
よ
う
に
な
る
か
伺
い
ま
す
。

市
長　

近
年
、
県
内
各
地
の
市
街
地
で

ク
マ
の
出
没
案
件
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

本
市
に
お
い
て
も
本
年
２
月
に
ツ
キ
ノ

ワ
グ
マ
が
市
街
地
に
現
れ
、
県
や
警
察
、

消
防
団
、
猟
友
会
に
ご
協
力
い
た
だ
き
、

人
的
被
害
に
至
る
こ
と
な
く
捕
獲
で
き

ま
し
た
。
市
街
地
で
の
ク
マ
の
出
没
案

件
は
、
安
全
・
安
心
な
市
民
生
活
に
大

き
な
影
響
を
与
え
る
重
要
な
課
題
で
あ

る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

　

麻
酔
銃
の
取
扱
い
に
つ
い
て
は
、
今

年
の
秋
に
予
定
さ
れ
て
い
る
鳥
獣
保
護

法
の
改
正
に
伴
い
、
市
街
地
に
出
没
し

た
ク
マ
な
ど
の
捕
獲
は
自
治
体
の
判
断

に
よ
り
猟
銃
で
の
捕
獲
が
可
能
と
な
り

ま
す
が
、
住
宅
集
合
地
域
に
お
い
て
は

麻
酔
銃
を
使
用
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況

は
変
わ
ら
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

今
後
の
対
応
と
し
て
、
各
総
合
支
庁

の
管
轄
内
に
麻
酔
銃
の
使
用
可
能
者
を

１
名
以
上
確
保
す
る
よ
う
県
に
要
望
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
緊
急
時
に
即

時
対
応
で
き
る
体
制
の
構
築
も
重
要
で

あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
の
で
、
引
き
続

き
関
係
機
関
と
の
連
携
強
化
に
努
め
ま

す
。

伊
い と う

藤　健
け ん い ち

一　議員

東山～末広町の復旧状況について
質問動画は
こちらから

亀
か め い

井　博
ひ ろ と

人　議員

すまい宅地、食生活改善
質問動画は
こちらから

郷土料理教室（笹巻つくり）

未舗装の法定外道路（末広町）

新
体
制
の
紹
介
審
議
さ
れ
た
議
案

請
願
の
結
果

受
賞
者
の
紹
介

チ
ョ
イ
ス

常
任
委
員
会
報
告
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◎
開
府
４
０
０
年
記
念
事
業
で
、
市
民

提
案
事
業
を
地
元
企
業
の
協
力
で
実
施

し
て
お
り
ま
す
が
、
申
し
込
み
締
め
切

り
日
を
延
長
し
て
募
集
を
行
っ
た
経
緯

と
状
況
に
つ
い
て
お
伺
い
い
た
し
ま
す
。

市
長　

開
府
４
０
０
年
記
念
事
業
の
一

つ
で
あ
る
市
民
提
案
事
業
は
、
当
初
、

申
込
締
切
を
３
月
24
日
と
し
て
い
ま
し

た
が
、
新
庄
開
府
４
０
０
年
記
念
事
業

実
行
委
員
会
の
委
員
の
皆
様
か
ら
募
集

期
間
の
延
長
に
つ
い
て
ご
意
見
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
よ
り
多
く
の
市
民
の
皆

◎
当
市
の
開
府
４
０
０
年
記
念
事
業
の

総
合
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
で
あ
る
今
村
翔
吾

氏
の
５
月
25
日
の
講
演
と
、
羽
州
ぼ
ろ

鳶
組
ダ
ン
ス
披
露
に
素
晴
ら
し
い
感
動

と
感
激
を
も
ら
い
ま
し
た
。
ダ
ン
ス
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
Ｙ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｏ
Ｉ
ソ
ー

ラ
ン
祭
り
で
準
ジ
ュ
ニ
ア
大
賞
を
受
賞

し
ま
し
た
。「
次
の
１
０
０
年
も
新
庄

を
残
そ
う
」
と
語
る
今
村
先
生
の
熱
い

思
い
を
形
に
す
る
た
め
、
今
村
翔
吾
記

念
文
庫
堂
の
設
立
を
し
て
は
い
か
か
で

し
ょ
う
か
。

市
長　

今
村
先
生
か
ら
は
、
先
日
の
記

念
講
演
会
に
お
い
て
も
、
未
来
を
担
う

子
ど
も
た
ち
へ
「
１
０
０
年
後
の
新
庄

市
の
未
来
を
見
据
え
、
今
後
も
本
市
を

盛
り
上
げ
て
い
く
た
め
に
協
力
し
て
い

き
た
い
」
と
い
う
思
い
を
伝
え
て
い
た

だ
き
、
大
変
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　

記
念
館
に
つ
い
て
は
、
先
生
へ
の
感

謝
の
思
い
を
形
に
す
る
手
法
の
一
つ
と

し
て
認
識
し
て
い
ま
す
。
現
在
、
本
市

で
は
記
念
館
と
同
様
に
、
市
民
や
今
村

先
生
の
フ
ァ
ン
の
方
々
が
作
品
と
触
れ

合
う
こ
と
が
で
き
、
あ
わ
せ
て
、
本
市

様
に
ご
参
加
い
た
だ
く
た
め
に
も
、
当

初
の
予
定
よ
り
１
か
月
ほ
ど
募
集
期
間

を
延
長
し
、
申
込
締
切
を
４
月
25
日
と

し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
多
く
の
市
民

の
皆
様
に
関
心
を
持
っ
て
い
た
だ
き
、

45
件
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

　

現
在
は
応
募
い
た
だ
い
た
提
案
事
業

の
審
査
が
終
わ
り
、
採
択
さ
れ
た
事
業

に
関
し
て
は
、
今
後
そ
れ
ぞ
れ
の
団
体

の
皆
様
か
ら
事
業
を
実
施
し
て
い
た
だ

き
、
市
と
し
て
も
採
択
さ
れ
た
事
業
の

周
知
・
広
報
に
努
め
な
が
ら
、
市
民
総

参
加
で
の
盛
り
上
が
り
と
な
る
こ
と
を

期
待
し
て
い
ま
す
。

◎
最
上
公
園
や
陣
峰
市
民
の
森
入
り
口

駐
車
場
等
の
公
衆
ト
イ
レ
の
改
修
計
画

と
管
理
状
況
に
つ
い
て
お
伺
い
い
た
し

ま
す
。

市
長　

最
上
公
園
の
ト
イ
レ
に
つ
い
て

は
、
新
庄
ま
つ
り
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
時

に
は
管
理
、
清
掃
を
強
化
し
て
行
う
よ

う
心
が
け
て
い
ま
す
。

　

公
園
の
管
理
に
つ
い
て
は
周
辺
の
町

内
の
方
々
か
ら
行
っ
て
い
た
だ
い
て
い

る
と
こ
ろ
も
多
く
あ
り
ま
す
が
、
さ
ら

に
ご
負
担
を
お
か
け
す
る
こ
と
だ
け
で

は
な
く
、
市
で
も
管
理
を
強
化
す
る
必

要
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
陣
峰
市
民
の
森
の
整
備
計
画

は
今
の
と
こ
ろ
あ
り
ま
せ
ん
が
、
施
設

の
汚
損
箇
所
は
早
急
に
対
応
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
整
備
に
関
し
て
は
今

後
の
検
討
課
題
で
あ
る
と
認
識
し
て
い

ま
す
。

を
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
場
を
提
供
す

る
組
み
と
し
て
、
駅
前
通
り
商
店
街
の

一
店
舗
に
今
村
先
生
の
作
品
を
展
示
し
、

訪
れ
た
方
が
写
真
撮
影
や
閲
覧
が
で
き

る
コ
ー
ナ
ー
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
に
つ
い
て
は
、
さ
ら
に
広
報
・

周
知
を
図
る
な
ど
、
よ
り
多
く
の
方
の

目
に
留
ま
る
よ
う
取
組
み
を
強
化
し
、

今
村
先
生
の
お
力
も
お
借
り
し
な
が
ら
、

さ
ら
な
る
本
市
の
に
ぎ
わ
い
づ
く
り
に

努
め
て
い
き
ま
す
。

◎
今
村
先
生
の
「
た
び
丸
号
」
は
現
在

ゆ
め
り
あ
に
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

た
び
丸
号
に
対
す
る
市
の
考
え
を
伺
い

ま
す
。

市
長　

具
体
的
に
、
今
後
ゆ
め
り
あ
以

外
に
ど
う
い
っ
た
形
で
展
示
さ
せ
て
い

た
だ
く
か
と
い
う
こ
と
は
決
ま
っ
て
い

な
い
状
況
で
す
。

　

先
日
の
講
演
会
に
お
い
て
、
先
生
の

思
い
は
大
変
感
じ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、

そ
の
思
い
に
応
え
て
様
々
取
り
組
ん
で

い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

た
び
丸
号
に
つ
い
て
、
よ
り
よ
く
展

示
で
き
る
よ
う
に
見
直
し
た
い
と
思
い

ま
す
。
ま
た
、
観
光
大
使
で
あ
る
今
村

先
生
の
お
力

も
お
借
り
し

な
が
ら
、
い

ろ
い
ろ
な
観

光
振
興
策
を

考
え
て
実
行

し
て
い
き
た

い
と
考
え
て

い
ま
す
。

田
た な か

中　　功
いさお

　議員

小
お じ ま

嶋　冨
と み や

弥　議員

開府400年祭記念事業の取組について

もっと、新庄の発信力を高める施策を

質問動画は
こちらから

質問動画は
こちらから

新
体
制
の
紹
介
審
議
さ
れ
た
議
案

請
願
の
結
果

受
賞
者
の
紹
介

チ
ョ
イ
ス

常
任
委
員
会
報
告

一
般
質
問

記念事業【ダンスチーム羽州ぼろ鳶組】

エコロジーガーデンに
今村翔吾記念文庫堂を
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◎
車
も
な
い
、
家
族
に
も
頼
れ
ず
、

歩
行
も
不
自
由
な
高
齢
者
に
タ
ク
シ

ー
券
を
補
助
す
べ
き
で
な
い
か
。
ま

た
予
約
型
乗
合
タ
ク
シ
ー
も
最
上
町

な
ど
で
実
施
し
て
い
る
。
本
市
で
で

き
な
い
理
由
は
な
い
の
で
は
な
い
か
。

市
長　

平
成
16
年
ま
で
、
80
歳
以
上

の
高
齢
者
の
方
を
対
象
と
し
て
通
院

用
の
タ
ク
シ
ー
利
用
券
を
交
付
し
て

い
ま
し
た
が
、
事
業
効
果
な
ど
検
証

の
結
果
、

現
在
は
制

度
を
廃
止

し
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、

市
で
は
令

和
４
年
度

に
デ
マ
ン

ド
型
乗
合

タ
ク
シ
ー

実
証
運
行

事
業
を
実

施
し
ま
し

た
が
、
タ
ク
シ
ー
事
業
者
に
お
い
て

運
転
手
不
足
に
よ
る
車
両
の
確
保
が

困
難
だ
っ
た
こ
と
、
ニ
ー
ズ
調
査
に

基
づ
い
た
運
行
計
画
で
し
た
が
利
用

者
が
ほ
と
ん
ど
い
な
か
っ
た
こ
と
な

ど
か
ら
、
実
証
事
業
を
終
了
し
て
い

ま
す
。

◎
不
登
校
の
原
因
は
、
こ
ど
も
の
せ

い
で
も
親
の
せ
い
で
も
な
い
。
教
育

に
お
け
る
過
度
な
競
争
と
、
国
連
が

勧
告
。
ケ
ア
の
体
制
を
手
厚
く
す
る

と
と
も
に
、
学
び
の
多
様
化
学
校
の

設
置
を
進
め
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

教
育
長　

学
校
で
は
、
ス
ク
ー
ル
カ

ウ
ン
セ
ラ
ー
、
子
ど
も
ふ
れ
あ
い
サ

ポ
ー
タ
ー
を
配
置
し
、
子
ど
も
に
普

段
と
変
わ
っ
た
様
子
が
な
い
か
表
情

や
言
動
を
細
や
か
に
観
察
し
、
声
掛

け
を
し
た
り
、
必
要
に
応
じ
て
面
談

を
行
っ
た
り
し
て
い
ま
す
。
場
合
に

よ
っ
て
は
、
医
療
機
関
等
の
意
見
を

取
り
入
れ
な
が
ら
、
子
ど
も
の
状
況

に
合
わ
せ
た
個
別
の
対
応
を
と
っ
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
不
登
校
児
童
生
徒
の
学
習

を
保
障
す
る
場
と
し
て
、
教
育
委
員

会
に
適
応
指
導
教
室
を
設
置
し
て
い

ま
す
。
学
校
で
も
、
別
室
で
指
導
す

る
こ
と
を
通
し
て
学
び
の
保
障
を
行

っ
て
い
ま
す
。
学
び
の
多
様
化
学
校

に
つ
い
て
は
、
ニ
ー
ズ
が
ど
の
く
ら

い
あ
る
の
か
、
他
の
市
町
村
、
と
り

わ
け
近
隣
町
村
の
動
向
を
注
視
し
な

が
ら
、
今
後
研
究
し
て
い
き
ま
す
。

佐
さ と う

藤　悦
え つ こ

子　議員

高齢者に移動手段を確保して
質問動画は
こちらから

令和５年度65才以上　受給資格期間25年以上有する者の年金額

国民年金月額 厚生年金月額 備考

男 5万9965円 16万6606円

女 5万5777円 10万7200円

平均 5万8954円 12万7133円 （山形県）

◎
高
齢
化
社
会
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、

高
齢
者
介
護
等
に
よ
る
負
担
を
増
や

さ
な
い
為
に
も
肺
炎
対
策
は
よ
り
一

層
重
要
と
考
え
ま
す
。
健
康
寿
命
延

伸
の
為
の
肺
炎
対
策
に
つ
い
て
本
市

の
取
り
組
み
を
伺
う
。

市
長　

肺
炎
と
は
、
細
菌
や
ウ
イ
ル

ス
な
ど
が
体
内
に
入
り
感
染
し
、
引

き
起
こ
さ
れ
る
肺
の
炎
症
で
す
。
咳
、

た
ん
、
息
切
れ
、
発
熱
な
ど
風
邪
と

似
た
症
状
が
見
ら
れ
、
高
齢
者
は
肺

炎
と
気
付
か
ず
に
発
症
し
て
い
る
こ

と
も
あ
り
、
重
症
化
リ
ス
ク
も
高
く

な
り
ま
す
。
肺
炎
を
予
防
す
る
た
め

に
は
、
う
が
い
手
洗
い
な
ど
の
基
本

的
な
感
染
対
策
を
行
う
こ
と
や
、
規

則
正
し
い
生
活
、
禁
煙
と
い
っ
た
生

活
習
慣
を
心
が
け
る
こ
と
が
推
奨
さ

れ
ま
す
。

　

本
市
で
は
、
肺
炎
対
策
と
し
て
、

高
齢
者
サ
ロ
ン
等
で
の
出
前
講
座
に

お
い
て
規
則
正
し
い
生
活
習
慣
の
普

及
を
行
う
と
と
も
に
、
感
染
症
流
行

時
に
は
感
染
予
防
に
つ
い
て
の
周
知

を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
母
子
手

帳
を
交
付
す
る
際
に
家
族
の
禁
煙
指

導
を
行
う
ほ
か
、
65
歳
以
上
の
方
を

対
象
と
し
て
、
高
齢
者
肺
炎
球
菌
ワ

ク
チ
ン
予
防
接
種
費
用
の
助
成
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

　

肺
炎
対
策
は
、
高
齢
者
の
健
康
保

持
の
た
め
に
重
要
な
取
組
み
で
あ
る

た
め
、
今
後
も
、
正
し
い
知
識
の
普

及
・
啓
発
に
努
め
、
肺
炎
対
策
の
推

進
に
取
り
組
み
ま
す
。

◎
傷
病
者
が
女
性
の
場
合
、
三
角
巾

が
あ
れ
ば
胸
部
を
覆
っ
て
Ａ
Ｅ
Ｄ
を

使
用
で
き
ま
す
。
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
収
納
ケ

ー
ス
に
三
角
巾
と
使
用
方
法
を
記
し

た
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
配
備
し
て
は
ど

う
か
。

市
長　

現
在
、
本
市
の
公
共
施
設
に

設
置
し
て
い
る
Ａ
Ｅ
Ｄ
に
は
三
角
巾

は
配
備
さ
れ
て
い
な
い
状
況
で
す
。

　

医
療
用
の
三
角
巾
に
は
、
患
部
の

止
血
や
固
定
な
ど
様
々
な
用
途
が
あ

り
、
応
急
手
当
が
必
要
な
際
に
役
立

つ
も
の
と
認
識
し
て
い
ま
す
。
そ
の

た
め
、
市
が
設
置
す
る
Ａ
Ｅ
Ｄ
へ
の

三
角
巾
等
の
配
備
を
進
め
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

髙
た か は し

橋　富
ふ み こ

美子　議員

ＡＥＤの環境整備について
質問動画は
こちらから

AED設置

新
体
制
の
紹
介
審
議
さ
れ
た
議
案

請
願
の
結
果

受
賞
者
の
紹
介

チ
ョ
イ
ス

常
任
委
員
会
報
告

一
般
質
問



一般質問

12R7.7.28

◎
空
き
店
舗
や
空
き
家
を
利
用
し
た
新
た

な
ビ
ジ
ネ
ス
の
立
ち
上
げ
を
支
援
す
る
た

め
の
「
商
業
地
域
へ
の
空
き
店
舗
等
出
店

支
援
事
業
」
に
つ
い
て
、
今
年
度
の
変
更

内
容
と
そ
の
理
由
を
伺
う
。

市
長　

昨
年
度
ま
で
は
飲
食
サ
ー
ビ
ス
業

の
う
ち
、
酒
類
の
提
供
を
主
と
す
る
店

舗
に
つ
い
て
は
補
助
事
業
の
対
象
と
な
る

地
域
を
一
部
地
域
に
限
定
し
て
い
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
近
年
は
制
限
対
象
業
種
の
限

定
区
域
外
へ
の
出
店
希
望
や
創
業
相
談
の

件
数
が
増
加
し
て
お
り
、
空
き
店
舗
の
利

用
促
進
や
新
規
創
業
者
の
支
援
の
た
め
、

今
年
度
か
ら
制
限
を
撤
廃
し
、
よ
り
活
用

し
や
す
い
補
助
事
業
と
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

◎
２
年
前
の
一
般
質
問
「
結
婚
を
希
望
す

る
方
へ
の
結
婚
支
援
」
に
つ
い
て
の
答
弁

で
、
当
市
の
方
針
を
示
し
ま
し
た
が
、
そ

の
後
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
し
た
の
か

成
果
や
手
応
え
含
め
伺
う
。

市
長　

結
婚
活
動
へ
の
意
欲
を
高
め
る
た

め
の
情
報
発
信
に
つ
い
て
は
、
結
婚
を
希

望
す
る
方
向
け
の
イ
ベ
ン
ト
情
報
や
結
婚

支
援
事
業
に
つ
い
て
広
報
誌
や
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
、
市
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
を
活
用
し
、
情

報
発
信
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

マ
ッ
チ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
「
Ａ
ｉ
ナ
ビ
や

ま
が
た
」
の
登
録
者
増
加
に
向
け
た
取

組
み
に
つ
い
て
は
、
令
和
５
・
６
年
度
に

や
ま
が
た
ハ
ッ
ピ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

と
最
上
８
市
町
村
が
連
携
し
、
Ａ
ｉ
ナ
ビ

や
ま
が
た
の
登
録
相
談
会
を
実
施
し
て
お

り
、
さ
ら
に
、
本
市
で
は
令
和
６
年
度
か

ら
、
Ａ
ｉ
ナ
ビ
や
ま
が
た
の
登
録
料
全
額

を
助
成
し
て
い
ま
す
。

　

県
や
最
上
広
域
婚
活
実
行
委
員
会
と
連

携
し
た
取
組
み
に
つ
い
て
は
、
最
上
８
市

町
村
と
県
に
よ
り
組
織
す
る
最
上
広
域
婚

活
実
行
委
員
会
に
お
い
て
、
令
和
５
・
６

年
度
は
オ
ン
ラ
イ
ン
を
活
用
し
た
婚
活
イ

ベ
ン
ト
や
セ
ミ
ナ
ー
、
交
流
パ
ー
テ
ィ
な

ど
を
計
５
回
開
催
し
、
結
婚
を
希
望
す
る

方
の
出
会
い
の
場
の
提
供
や
き
っ
か
け
作

り
を
支
援
し
て
き
ま
し
た
。

　

以
上
の
取
組
み
に
よ
り
、
実
際
に
イ
ベ

ン
ト
で
連
絡
先
の
交
換
に
つ
な
が
っ
た

方
も
お
り
、
結
婚
を
希
望
す
る
方
の
出
会

い
の
機
会
と
交
流
が
生
ま
れ
て
い
る
こ
と

を
実
感
し
て
い
ま
す
。
今
後
も
結
婚
を
希

望
す
る
方
々
の
思
い
が
実
現
で
き
る
よ
う
、

こ
れ
ら
の
取
組
み
を
継
続
し
て
い
き
ま
す
。

鈴
す ず き

木　法
ほ う が く

学　議員

市の創業支援・婚活支援を活用しよう！
質問動画は
こちらから

商業地域空き店舗等出店
支援事業費補助金

中心市街地で創業を目指す方へ

最大

空き店舗を活用して新規出店する方に対し

新庄市空き店舗補助金とは？

新庄市商業地域空き店舗等出店支援事業費補助金

新庄市商工観光課 地域産業振興係 ℡ 0233-29-5847（直通）

新庄市イメージキャラクター

©新庄市×冨樫義博

対象事業

中小企業者等（法人及び個人）が、「対象業
種」を営むため、裏面の地域にある空き店
舗及び空き家（16.5～1,000㎡）に出店する
事業を対象とします。

・店舗改修費
・出店に係る広告宣伝費

対象経費の３分の１
（千円未満端数切捨、上限５０万円）
※予算に限りがあります。必ず事前に下記まで

 ご相談 いただくようお願いします。

対象業種

対象経費

補助率

必要書類
・補助金交付申請書
・事業計画書
・収支予算書
・改装工事に係る見積書及び設計図、
広告宣伝に係る見積書の写し

・法人等現在事項証明書又は開業届の写し
・改装工事前の写真（１０枚程度）
・その他市長が必要と認める書類
※事業着手の前に申請が必要となります。

※以下に該当する場合は、補助の対象となりません。

①フランチャイズによる出店
②「風俗営業等の規制及び業務の適正化等に関する法律」
に規定する風俗営業及び性風俗関連特殊営業の出店

③新庄市暴力団排除条例に規定する暴力団又は暴力団員
若しくは暴力団員と密接な関係を有するもの

補 助 金 の 対 象 と な る 地 域 は 裏 面 に 記 載 し て い ま す 。

■情報通信業
・情報サービス業
・インターネット附随サービス業
・映像・音声・文字情報制作業

■製造業
 ・印刷、同関連業

■小売業
・各種商品小売業
・織物・衣服・身の回り 
品小売業

・飲食料品小売業
・その他の小売業

■学術研究、専門・技術サー
 ビス業
・デザイン業及び著述・芸術家業
・広告業
・技術サービス業

■飲食サービス業
・飲食店（酒類を提供す
る一部業種については
対象地域が限定されま
す）※詳細はお問い合
わせください

・持ち帰り
・配達飲食サービス業

■サービス業及び娯楽業
・洗濯・理容・美容・浴場業
・その他の生活関連サービス業
・娯楽業

■教育・学習支援業
・その他の教育・学習
支援業

■医療・福祉
・医療業
・保健衛生
・社会保険・社会福祉・介護事業

新
体
制
の
紹
介
審
議
さ
れ
た
議
案

請
願
の
結
果

受
賞
者
の
紹
介

チ
ョ
イ
ス

常
任
委
員
会
報
告

一
般
質
問

「対話する議会・議員」を目指して
この度、議会改革推進委員長に選

任していただきました。

委員長として微力ではあります

が、委員・議員の皆さまのご協力を

得ながら市民に信頼され期待され

る議会、新庄市議会基本条例に基づ

く活性化を推進し、市民の皆さまと

の対話や議員間討議を重ねながら、

「対話する議会・議員」を目指して

いきたいと思います。

また、私自身、議員としての政策

立案能力を強化するとともに、政策提言等改革項目をまとめ、その後の評価・検証による「政

策サイクル」を確立していくなど、迅速かつ機能的な議会運営や多様化する市民ニーズに応え

るための取り組み、住民福祉の向上に努めてまいります。

（委員長　渡部　正七）

議会改革推進委員会の様子
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学校給食は児童生徒の食に関する望ましい食習慣を養い、心身の健全な発達に資するものである。
また、これまで各市町村では特色ある給食を提供し、郷土愛の醸成や地場産品の消費拡大につなげる
食育を展開するなど、学校教育の一環として重要な役割を果たしている。
近年の子育て支援や少子化対策、義務教育の無償化の観点から、小中学校の給食費を全額補助、ま
たは一部補助する市町村が増加しつつある。
しかしながら、多額の出費を強いる給食費の無償化は、厳しい地方財政をさらに圧迫するなどの懸
念から、実施に踏み切れない市町村も少なくない。加えて、近年の様々な世界情勢や異常気象によっ
て原材料費及び燃料費が高騰し、値上げが相次いでいる。そうした背景や財源の課題からこれまでに
無償化を取りやめた市町村も出ている。
食育という教育を行うのに必要不可欠である学校給食の無償化については、本来、児童生徒の多さ、
財政の豊かさ等により市町村が判断するのではなく、義務教育の段階においては、教科書と同様に無
償化することが望まれる。子どもの学びと成長する権利を保障することは、国や私たち、社会全体の
責任である。
こうした状況を鑑み、子どもたちの健やかな成長を保障する質の高い学校給食については、国の責
任において財源確保を行い、全ての市町村が学校給食の無償化を実施できるようにすることが望まれ
る。
よって、本議会は、国及び政府に対し、以下の事項を強
く要望する。
　　　　　　　　　　　　　記
１．�学校給食法を改正し、国の責任において、全ての市町
村で学校給食の無償化を実施できるように進めるこ
と。

２．�国による恒久的な給食の無償化が行われるまで、学校
給食費の軽減策を実施する各市町村に対して、その財
政支援の拡充を図ること。

以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出する。

チョイス

議会案第４号

議会案第４号の意見書を、衆参両院議長、関係大臣に送付しました。

国による学校給食の無償化を求める意見書

意見書とは
地方公共団体の公益に関
する事件に関して、議会
の意思を意見としてまと
めた文書のことで、議会
は可決された意見書を国
会や関係行政庁に提出す
ることができるんじゃ。

法被議会を開催しました
今年は新庄開府400年、新庄まつり270周年を迎える記念

の年となります。

この節目の年を市内外に広くお知らせし、市民の皆さまと

ともに祝うため、６月定例会の初日に、議員と執行部が法被

を着用して議会を開催しました。

法被の着用は新庄の歴史と伝統を象徴するものであり、記

念すべき年を対外的にアピールし、市民の皆さまへ周知を図

るものです。

新
体
制
の
紹
介
審
議
さ
れ
た
議
案

請
願
の
結
果

受
賞
者
の
紹
介
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ョ
イ
ス

常
任
委
員
会
報
告

一
般
質
問
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環境にやさしい植物油インキを使用しています

■発　行／山形県新庄市議会　　■編　集／議会報編集委員会
■問い合わせ／新庄市議会事務局　〒996-8501　山形県新庄市沖の町10番37号
　　　　　　　TEL 0233-22-2111（内線302・303）　0233-23-5002（直通）
　　　　　　　FAX 0233-22-0989　E-maiL gikai@city.shinjo.yamagata.jp

開会は10時です　◇請願は随時受け付けております。

どなたでも傍聴できます。受付簿に住所・氏名を記入していただく
ほかは面倒な手続きはありません。団体の方は事前に議会事務局ま
でご連絡ください。ぜひ、市役所３階議場に足を運んでください！

議会の傍聴について

スマートフォン・タブレットでも
市議会ネット中継が視聴できます！

市議会
インターネット

中継

市議会
インターネット

中継

8 月 28 日（木）　請願締切
9 月   9 日（火）　開　　会
　　10日（水）　一般質問
　　11日（木）　一般質問
　　12日（金）　一般質問
　　16 日（火）　常任委員会
　　17 日（水）　常任委員会
　　18 日（木）　決算特別委員会
　　19 日（金）　決算特別委員会
　　25日（木）　最終日

パソコン
のほか９

月
定
例
会
の
予
定

市議会の様子をインターネット中継しています。市役
所の市民課フロア、市民プラザでも視聴できますので、
ぜひご活用ください。
※約１週間後に、録画したものがインターネットで視聴できます。

委
員
長	

鈴
木　

法
学

副
委
員
長	

伊
藤　

健
一

委　
　

員	

亀
井　

博
人

	

鈴
木　

啓
太

	

辺
見　

孝
太

	

今
田　

浩
徳

議
会
報
編
集
委
員
の
紹
介

市民の声市民の声

あじさいの杜 スイーツかき氷

深田　湖春さん、莉音ちゃん、裕介さん

地域で活躍する皆さまの声を紹介します。

伝統とは新しいことに伝統とは新しいことに
挑戦し続けること挑戦し続けること

深田菓子舗は1890年に創業し、今年135年目を迎えます。５
代目となる私は、大学を卒業後、都内の洋菓子店での修行を経
てから新庄に戻り、いまは主に洋菓子を担当しています。３年
前から新庄青年会議所に所属し、尊敬する先輩方のもと地域の
子ども達を笑顔にするため、挑戦を続けています。
鹿児島から嫁いでくれた妻とは結婚５年目になり、今月第二
子が誕生します。接客や商品開発にも携わってくれる妻は、新
庄の暮らしにも徐々に慣れ、地元のバレーチームにも所属して
います。家族や友人と離れ、遠い山形の地で私や家族の支えに
なってくれる妻には誰よりも感謝しています。
いま特に力を入れている商品は「あじさいの杜」です。あじ
さいの杜は新庄開府400年を記念し、ラズベリーなど地元の素
材を活かして創作しました。幅広い層から手に取ってもらえる
ようなお土産を目指しております。また、この他にも当店夏の
風物詩スイーツかき氷やシェイク、イラストケーキなど新たな
挑戦をやめずに、伝統の味を守りつつも時代に合わせて進化し
続けるお店でありたいと思います。  （深田　裕介）

ああ
とと
がが
きき

新
年
度
と
な
り
、議
会
の
組
織
・

委
員
会
構
成
等
も
変
わ
り
、
新
し

い
体
制
で
の
ス
タ
ー
ト
を
切
り
ま

し
た
。
私
達
、
議
会
報
編
集
委
員

会
も
新
た
な
気
持
ち
で
「
議
会
だ

よ
り
の
内
容
の
充
実
」
の
た
め
に

協
議
を
重
ね
、
こ
の
１
６
９
号
を

発
行
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

議
会
だ
よ
り
は
、
市
民
の
皆
様

が
市
政
に
参
加
す
る
た
め
の
重
要

な
情
報
源
で
す
。
議
会
だ
よ
り
を

読
む
こ
と
で
、
議
会
が
ど
の
よ

う
な
議
論
を
し
て
い
る
の
か
、
ど

の
よ
う
な
決
定
を
し
て
い
る
の
か

を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、

市
民
の
皆
様
が
市
政
に
対
し
て
意

見
を
表
明
す
る
た
め
の
き
っ
か
け

に
も
な
り
ま
す
。

こ
の
議
会
だ
よ
り
が
ま
す
ま
す

「
市
民
と
議
会
を
つ
な
ぐ
」
大
切

な
ツ
ー
ル
と
な
り
ま
す
よ
う
、
委

員
会
の
メ
ン
バ
ー
一
丸
と
な
っ
て

頑
張
り
ま
す
。
ぜ
ひ
、
毎
号
手
に

取
っ
て
ご
覧
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い

で
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

	

（
記
・
委
員
長　

鈴
木　

法
学
）




